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二
〇
一
九
年
以
降
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ

シ
コ
な
ど
ス
ペ
イ
ン
語
圏
一
八
ヵ
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
の
ブ
ラ

ジ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
ハ
イ
チ
の
二
〇
ヵ
国
）
で
は
再
左
傾
化

が
起
き
て
い
る
。
前
世
紀
末
に
地
域
大
で
浸
透
し
た
新
自
由
主
義

（
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
市
場
経
済
原
理
を
徹
底
す
る
路
線
）
が
克

服
で
き
な
か
っ
た
格
差
や
貧
困
な
ど
の
問
題
を
受
け
、
今
世
紀
に

入
り
新
自
由
主
義
を
批
判
す
る
左
派
が
台
頭
し
、
最
大
で
一
二
ヵ

国
が
左
派
政
権
下
に
あ
っ
た
年
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
経
済
の
低
迷

や
汚
職
、
治
安
の
悪
化
な
ど
の
問
題
か
ら
批
判
さ
れ
、
一
〇
年
代

に
は
右
派
政
権
に
交
代
す
る
「
右
傾
化
」
が
起
き
た
。
そ
れ
も

一
九
年
に
底
を
打
ち
、
再
び
左
派
政
権
の
増
加
が
見
ら
れ
始
め
、

二
二
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
の
左
派
政
権
登
場
で
過
半
数
を
超
え
る

一
一
ヵ
国
と
な
っ
た
。
だ
が
同
年
一
二
月
、
ペ
ル
ー
で
は
、
歴
史

的
宿
痾
で
あ
る
小
党
分
裂
化
の
い
っ
そ
う
の
進
行
と
分
極
化
の
深

刻
化
に
同
時
に
見
舞
わ
れ
る
な
か
で
、
少
数
与
党
の
状
態
に
あ
っ

た
急
進
左
派（
新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却
を
主
張
す
る
勢
力
）の
Ｐ
・

カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
政
権
が
汚
職
で
追
及
さ
れ
る
形
勢
が
強
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
大
統
領
自
ら
ク
ー
デ
タ
（「
自
主
ク
ー
デ
タ
」）
を
決
行
し

よ
う
と
し
て
失
敗
、
罷
免
さ
れ
、
右
派
政
権
に
交
代
し
た
。
そ
し

て
今
年
に
入
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
既
に
二
期
大
統
領
を
務
め
て
い
る

中
道
左
派
（
穏
健
左
派
、
経
済
の
マ
ク
ロ
均
衡
を
維
持
し
つ
つ
社

会
政
策
や
再
分
配
政
策
の
拡
充
を
主
張
す
る
勢
力
）
の
Ｌ
・
Ｉ
・
ル
ー

ラ
が
再
び
政
権
に
返
り
咲
い
た
。
今
年
三
月
現
在
で
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
の
一
一
ヵ
国
が
左
派
政
権
下
に
あ
る
。

京
都
大
学
教
授

村
上
勇
介

む
ら
か
み　

ゆ
う
す
け　
一
九
六
四
年
生
ま
れ
。

東
京
外
国
語
大
学
卒
業
、
筑
波
大
学
大
学
院

修
士
課
程
地
域
研
究
研
究
科
修
了
後
、
在
ペ

ル
ー
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
、
国
立
民
族
学

博
物
館
助
教
授
な
ど
を
務
め
る
。
二
〇
〇
六
年

か
ら
現
職
。
著
書
に『
フ
ジ
モ
リ
時
代
の
ペ
ル
ー 

救
世
主
を
求
め
る
人
々
、
制
度
化
し
な
い
政
治
』

『
21
世
紀
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
挑
戦
』（
編
）な
ど
。

盛
り
返
す
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
左
派
政
権

―
―
ポ
ス
ト
新
自
由
主
義
の
多
様
な
動
き

二
〇
一
〇
年
代
、
右
派
政
権
が
多
数
を
占
め
た
南
米
で
、

い
ま
左
派
政
権
の
樹
立
が
相
次
い
で
い
る
。

そ
の
原
因
は
格
差
拡
大
な
の
か
、
そ
れ
と
も
分
極
化
か
？

多
様
な
社
会
・
経
済
的
背
景
か
ら
「
左
派
政
権
像
」
を
描
く
と
、

「
新
自
由
主
義
後
の
社
会
」
の
、
調
整
の
動
き
と
し
て
見
え
る
。
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近
年
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
チ
リ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
と
い
う
、
今
世
紀
初
頭
の
左
傾
化
の
な
か
で
右
派
政
権
が
継
続

し
、
新
自
由
主
義
を
継
続
し
た
国
で
も
左
派
政
権
が
誕
生
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
す
べ
て
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
が
左
派
政
権
の
登
場
を
経
験
し
た
こ
と
に
な
る
。

格
差
が
左
傾
化
の
原
因
と
は
言
え
な
い

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
左
派
政
権
が
誕
生
す
る
の
か
。
新
自
由
主
義
に

よ
る
格
差
の
拡
大
が
原
因
と
し
て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
一

理
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
ず
事
実
の
確
認
で
あ
る
。
図
１
は
、
世
界
の
諸
地
域
に
含
ま
れ

る
各
国
の
ジ
ニ
係
数
の
平
均
を
年
代
ご
と
に
示
し
て
い
る
。
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
は
、
も
と
も
と
ア
フ
リ
カ
と
並
ん
で
格
差
が
大
き
い
社
会

で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
新
自
由
主
義
の
浸
透
に
よ
り

世
界
で
最
も
格
差
が
見
ら
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
今
世
紀
に
入
っ
て

左
派
政
権
の
誕
生
な
ど
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
格
差
是
正
策
に
よ
り

縮
小
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
最
も
格
差
の
あ
る
社
会
を
抱
え
て

い
る
地
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
格
差
問
題
が
政

治
の
争
点
と
な
り
や
す
い
構
造
的
な
条
件
を
抱
え
て
い
る
。同
時
に
、

社
会
に
は
格
差
に
よ
る
不
満
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
潜
在
的

に
何
ら
か
の
契
機
で
爆
発
す
る
危
険
性
が
常
に
存
在
す
る
。

図 1 世界諸地域のジニ係数（年代別平均の推移）
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出典：United Nations University "World Income Inequality Database (WIID)" (https://
www.wider.unu.edu/project/wiid-%E2%80%93-world-income-inequality-database) を基に筆者作成。 
注：データは通常 0 ～ 1 で示される係数を 100 倍している。     
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し
か
し
、
構
造
的
な
格
差
問
題
が
常
に
政
治
の
争
点
の
中
心
と

な
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
常
に
左
派
政
権
を
生
ん
で
き

た
わ
け
で
も
な
い
。
実
際
、
格
差
構
造
が
そ
の
ま
ま
政
治
に
反
映
し

て
い
た
と
し
た
ら
、
今
世
紀
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
前
で
も
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
は
左
派
政
権
だ
ら
け
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
く
、「
左

傾
化
の
再
燃
」
な
ど
議
論
に
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

現
実
の
政
治
で
は
、
左
右
を
問
わ
ず
政
権
や
与
党
の
実
績
が
問
わ

れ
た
り
、
経
済
の

安
定
や
成
長
、
一

般
治
安
の
悪
化
や

汚
職
の
蔓
延
と

い
っ
た
問
題
が
、

格
差
と
同
等
か
、

そ
れ
以
上
に
重
要

な
問
題
と
し
て
提

起
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
。
要
は
、
主

要
な
政
党
の
間
で

ど
の
よ
う
な
争
点

を
め
ぐ
っ
て
ど
ん

な
政
治
が
展
開
す

る
の
か
、
政
治
過
程
や
選
挙
過
程
を
注
視
し
、
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
の
だ
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
約
半
世
紀
に
わ
た
り

国
家
が
経
済
・
社
会
の
発
展
に
一
定
の
役
割
を
担
う
国
家
主
導
型
発

展
モ
デ
ル
を
追
求
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
七
〇
年
代
に
破
綻
。

経
済
危
機
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
八
〇
年
代
か
ら
国
家
の
役
割
を

縮
小
す
る
新
自
由
主
義
が
導
入
さ
れ
、地
域
大
で
急
速
に
浸
透
し
た
。

新
自
由
主
義
は
経
済
の
安
定
化
と
発
展
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
格

差
や
貧
困
、
低
賃
金
や
失
業
な
ど
の
ミ
ク
ロ
経
済
問
題
は
克
服
で
き

ず
、
人
々
の
不
満
は
新
自
由
主
義
へ
の
批
判
、
そ
し
て
今
世
紀
初
頭

に
左
派
の
台
頭
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
左
派
に
よ
る
政
権
も
、
汚

職
や
治
安
の
悪
化
、
そ
し
て
実
績
、
と
り
わ
け
世
界
経
済
の
動
向
と

軌
を
一
に
し
て
二
〇
一
四
年
以
降
低
成
長
段
階
に
入
っ
た
経
済
の
下

で
の
経
済
面
で
の
実
績
が
問
わ
れ
、
二
〇
一
〇
年
代
の
「
右
傾
化
」

と
な
っ
た
。
し
か
し
右
派
政
権
も
、
低
成
長
の
も
と
で
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
は
難
し
く
、
再
左
傾
化
に
代
わ
っ
た
こ
と
は
冒
頭
で
見
た
と

お
り
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
近
年
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
の
分
極
化
が
深

刻
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

図
２
は
今
世
紀
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
の
分
極
化
の

程
度
を
示
し
て
い
る
。
今
世
紀
に
入
り
、
新
自
由
主
義
へ
の
批
判
の

3.4
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3.0 

2.9

2.8

2.7

2.6

2.5

2.4

図 2 ラテンアメリカの分極化の程度

出典："Varieties of Democracy" (https://v-dem.net/data/the-v-dem-dataset/) を基に筆者作成
注：4（深刻）から 0（なし）までの 5 段階評価で、2が中程度、3～4が最も程度が強い区間。
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高
ま
り
と
と
も
に
徐
々
に
分
極
化
が
進
ん
で
最
初
の
左
傾
化
に
帰
結

し
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
最
も
強
い
区
間
（
レ
ベ
ル
３
）
に

近
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
四
年
以
降
の
低
成
長
期
に
な
る
と

そ
の
最
強
区
間
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
そ
の
度
合

い
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
。

　

社
会
の
分
極
化
は
、
左
右
の
中
道
勢
力
の
空
洞
化
を
招
く
と
と
も

に
、
右
派
と
左
派
の
意
見
の
対
立
が
よ
り
鮮
明
化
・
激
化
し
、
妥
協

の
余
地
を
狭
め
る
地
合
い
を
形
成
し
て
い
る
。
二
一
年
の
ブ
ラ
ジ
ル

の
選
挙
で
は
、
公
正
な
選
挙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
職
大
統
領
の
右

派
、
Ｊ
・
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
陣
営
が
敗
北
を
認
め
ず
、
大
統
領
府
な
ど

を
占
拠
す
る
事
件
を
起
こ
し
た
。二
二
年
の
ペ
ル
ー
で
の「
自
主
ク
ー

デ
タ
」
未
遂
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
先
住

民
系
の
人
口
の
多
い
南
部
ア
ン
デ
ス
高
地
の
人
々
が
、
地
方
の
労
働

組
合
指
導
者
と
い
う
出
自
か
ら
共
感
を
抱
い
て
い
た
大
統
領
の
起
こ

し
た
企
て
を
ク
ー
デ
タ
と
認
め
ず
、
立
憲
的
な
後
継
政
権
の
退
陣
と

二
〇
二
六
年
選
挙
の
前
倒
し
実
施
を
要
求
し
て
激
し
い
抗
議
行
動
を

二
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
行
い
、
六
〇
名
を
超
え
る
死
者
と
大
き
な
禍
根

を
ペ
ル
ー
政
治
に
残
し
た
。

　

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
ど
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
が
拡
大
し
た

二
〇
年
以
降
、
左
派
政
権
誕
生
の
事
例
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
し
か
し
、
深
刻
な
被
害
が
出
た
国
の
中
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
ペ

ル
ー
で
は
、
対
策
を
担
当
し
た
右
派
政
権
の
評
価
を
左
右
す
る
決
定

的
な
要
因
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、

そ
の
後
の
左
派
政
権
誕
生
の
直
接
的
な
原
因
で
は
な
か
っ
た
。

左
派
政
権
が
直
面
す
る
課
題

　

左
派
政
権
は
新
自
由
主
義
に
よ
る
歪
み
や
行
き
過
ぎ
を
正
す
こ
と

を
目
指
し
、
急
進
派
で
あ
れ
ば
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま

で
の
Ｈ
・
チ
ャ
ベ
ス
期
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
「
二
一
世
紀
の
社
会
主
義
」

の
よ
う
に
、
市
場
経
済
に
代
わ
る
発
展
を
志
向
す
る
。
だ
が
、
最
初

の
左
傾
化
で
誕
生
し
た
左
派
政
権
を
支
え
た
輸
出
経
済
ブ
ー
ム
は
過

去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
の
遅
れ
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紛
争
の
見
通
し
が
不
透
明
な
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
し
ば
ら
く

は
低
成
長
期
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
条
件
の
下
で

は
、
前
回
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
再
分

配
政
策
を
気
前
よ
く
振
る
舞
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
主
義
主
張

の
原
則
を
貫
く
こ
と
は
難
し
い
。

　

要
は
、「
市
場
経
済
か
、
国
家
介
入
主
義
か
」
の
択
一
で
は
な
く
、

市
場
と
国
家
に
よ
る
再
分
配
と
の
間
で
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
か
、

で
あ
る
。急
進
派
と
し
て
君
臨
し
続
け
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
す
ら
、

超
高
率
イ
ン
フ
レ
と
経
済
成
長
の
た
め
に
二
一
年
半
ば
か
ら
市
場
原

理
を
一
部
復
活
さ
せ
て
い
る
。
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だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
く
、
各
国
に
よ
っ
て
、
ま
た
一
国
で
も
社
会
経
済
の
状

態
や
段
階
に
よ
っ
て
、
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
前
世

紀
末
の
新
自
由
主
義
全
盛
期
が
過
ぎ
た
今
世
紀
、
ポ
ス
ト
新
自
由
主

義
段
階
に
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
追
求
し
て
き
た
こ
と
で
あ

る
が
、
い
ま
だ
何
ら
か
の
道
筋
を
見
出
し
た
国
は
な
い
。
チ
リ
で
は

二
〇
〇
八
年
か
ら
選
挙
の
た
び
に
左
→
右
→
左
→
右
と
、
一
九
九
〇

年
の
民
政
移
管
後
の
政
治
を
支
え
て
き
た
二
大
勢
力
が
政
権
交
代
を

繰
り
返
し
た
も
の
の
成
果
を
出
せ
ず
、
社
会
騒
乱
を
招
い
て
、
新
憲

法
の
制
定
と
既
存
政
党
と
は
異
な
る
新
た
な
左
派
政
党
に
よ
る
政
権

の
誕
生
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
象
徴
的
な
現
れ
で
あ
る
。

　

だ
が
、新
政
党
も
順
風
満
帆
で
は
な
い
。
分
極
化
の
進
行
も
あ
り
、

急
進
派
、
穏
健
派
を
問
わ
ず
左
派
が
選
挙
で
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め

る
こ
と
は
な
く
、
右
派
も
一
定
の
勢
力
を
有
し
て
い
る
。
左
右
に
限

ら
ず
、
低
成
長
の
条
件
の
も
と
で
実
績
を
示
せ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て

小
党
分
裂
化
の
傾
向
が
あ
り
、
当
選
し
て
も
少
数
与
党
が
常
態
化
し

て
連
合
工
作
に
苦
労
す
る
。
チ
リ
の
新
た
な
左
派
政
党
の
政
権
が
進

め
た
新
憲
法
案
は
国
民
投
票
で
拒
否
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ス
タ
リ
カ

で
一
四
年
か
ら
二
期
の
政
権
を
担
っ
た
新
し
い
左
派
政
党
は
、
二
二

年
に
右
派
の
新
政
党
へ
政
権
交
代
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
前
後
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
民
主
主
義
移
行
後
の
政

治
を
支
え
て
き
た
既
存
政
党
が
政
権
に
復
帰
し
た
数
少
な
い
事
例
で

も
、政
党
の
再
建
や
信
頼
の
回
復
が
課
題
と
な
る
。ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ー

ラ
の
復
活
当
選
は
ル
ー
ラ
個
人
の
指
導
力
へ
の
期
待
の
結
果
で
、
民

政
移
管
と
そ
の
後
の
民
主
主
義
を
支
え
て
き
た
彼
の
政
党
・
労
働
者

党
が
汚
職
に
よ
る
党
勢
や
信
頼
の
低
下
か
ら
回
復
し
た
帰
結
で
は
な

い
。
別
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
八
〇
年
前
後
か
ら
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

に
浸
透
し
た
新
自
由
主
義
な
ら
び
に
民
主
主
義
の
枠
組
み
に
よ
る
政

治
が
、四
〇
年
の
年
月
を
経
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
、生
き
残
っ

て
い
る
政
党
や
存
続
し
て
い
る
制
度
も
刷
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

多
様
な
事
情
を
抱
え
る
左
派
政
権
の
今
後
は

　

こ
の
よ
う
な
困
難
な
中
で
、
左
派
政
権
が
活
路
を
見
出
す
と
す
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
下
で
、
で
き
る
範
囲
で
少
し
で
も
理
想
に

近
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
Ｇ
・
ペ
ト
ロ
が
、
就

任
後
わ
ず
か
数
ヵ
月
の
間
に
小
規
模
な
が
ら
反
対
派
に
も
配
慮
し
つ

つ
農
地
改
革
を
実
現
し
た
の
に
対
し
、
何
を
目
指
す
の
か
不
明
な
ペ

ル
ー
の
カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
は
野
党
と
の
不
毛
な
対
立
と
混
迷
、
そ
し
て

汚
職
の
一
六
ヵ
月
の
後
、「
自
主
ク
ー
デ
タ
」
を
企
て
て
自
壊
し
た
。

　

内
政
で
は
理
想
と
す
る
成
果
を
十
分
に
上
げ
る
可
能
性
が
低
い
状

況
で
、
一
部
の
左
派
政
権
は
よ
り
活
発
な
外
交
に
よ
り
、
政
権
の
安
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定
や
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
だ
が
、
低
成
長

経
済
と
い
う
環
境
条
件
は
、
左
派
政
権
の
外
交
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
を
原
資
と
し
て
今
世
紀
初
頭
に
積

極
的
な
連
帯
外
交
を
展
開
し
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、
複
合
的
な
経
済
社

会
の
困
難
に
沈
ん
で
い
る
今
日
、
も
は
や
見
る
影
も
な
い
。

　

発
足
当
初
か
ら
不
安
定
だ
っ
た
ペ
ル
ー
の
左
派
政
権
を
め
ぐ
っ
て

は
、
最
初
の
左
傾
化
の
中
で
新
自
由
主
義
維
持
国
を
つ
な
ぐ
目
的
で

メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
チ
リ
が
二
〇
一
一
年
に
結
成

し
た
太
平
洋
同
盟
の
議
長
国
の
任
に
あ
っ
た
メ
キ
シ
コ
を
推
進
役
と

し
て
、
他
の
左
派
政
権
諸
国
か
ら
カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
政
権
支
持
の
表
明

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
自
主
ク
ー
デ
タ
」
未
遂
が
起
き
た
後
も
、
メ

キ
シ
コ
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
を
支
持
し
た
。
だ
が
、
軍

政
に
反
対
す
る
運
動
か
ら
政
党
を
結
成
し
民
政
移
管
後
の
政
治
を
支

え
、
直
近
の
選
挙
で
は
選
挙
結
果
を
認
め
な
い
右
派
に
よ
る
大
統
領

府
な
ど
の
占
拠
事
件
に
直
面
し
、
民
主
主
義
制
度
の
維
持
と
い
う
点

は
譲
れ
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ー
ラ
、
な
ら
び
に
新
自
由
主
義
批
判
の

社
会
運
動
に
よ
り
制
憲
議
会
選
挙
の
実
施
を
既
存
政
党
に
合
意
さ
せ

た
チ
リ
の
新
し
い
左
派
政
党
に
よ
る
政
権
は
、
カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
の
一

方
的
で
反
民
主
主
義
的
な
行
動
に
同
調
せ
ず
、
再
左
傾
化
で
の
左
派

勢
力
の
連
帯
の
困
難
さ
を
露
呈
さ
せ
た
。
メ
キ
シ
コ
は
国
内
経
済
が

低
迷
し
麻
薬
関
連
の
一
般
治
安
の
悪
化
と
い
う
問
題
も
抱
え
、
外
交

に
よ
っ
て
存
在
感
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
が
成
功
し
て
い
な
い
。

　

外
交
面
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ー
ラ
が
、
前
右
派
政
権
と
異
な
り

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
環
境
保
護
の
面
も
含
め
活
発
に
展
開
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
克
服
か
ら
、
新
た
な
今

世
紀
の
国
際
秩
序
構
築
に
向
け
た
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
な
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
中
国

の
間
の
誠
実
な
仲
介
者
と
い
う
立
ち
位
置
か
ら
の
外
交
が
目
指
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
ル
ー
ラ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

他
の
左
派
政
権
を
主
義
主
張
の
み
に
基
づ
い
て
一
律
に
支
持
す
る
よ

う
な
こ
と
は
控
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
過
去
三
年
ほ
ど
の
間
に
誕
生

し
た
左
派
政
権
は
、
課
題
に
直
面
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
そ
の
真
価
を

問
わ
れ
る
。
そ
の
動
向
は
、
経
済
発
展
モ
デ
ル
の
同
時
破
綻
か
ら
地

域
大
で
急
速
に
新
自
由
主
義
が
浸
透
し
、
そ
の
後
左
傾
化
し
て
右
傾

化
か
ら
再
左
傾
化
へ
と
動
い
て
き
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
対
し

て
、
新
自
由
主
義
が
徐
々
に
浸
透
し
、
そ
の
影
響
は
分
極
化
と
と
も

に
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
次
第
に
顕
在
化
し
、
労
働
力
を
補
う
た
め

の
移
民
や
中
間
層
の
没
落
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
右
派
が
台
頭
し
て
き

た
先
進
地
域
な
ど
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
以
外
の
地
域
に
と
っ
て
も
、
多

様
な
「
実
験
」
を
行
っ
て
き
た
先
行
事
例
と
し
て
、
新
自
由
主
義
後

の
社
会
を
考
え
る
際
に
参
考
と
な
ろ
う
。
●




